
     

 

  

話  題 
- 認知症にやさしいまちへ - 

中学校で「認知症サポーター養成講座」を開催します 

話題の内容 

■概 要 
田原中学校２年生と職員１８０名 余りが、地域で困っている方を見かけた

ときの対応の方法を学び、その後、地域の方と一緒に懇談を行います。 
北九州市保健福祉局認知症支援・介護予防課から講師を迎え、認知症の方へ

の対応研修と新しい認知症のとらえ方を学びます。 
懇談では、中学生と地域の方が「自分が住んでいるまちの好きなところ」を

話し合うことで、中学生と地域の方がお互いを知り合い、困ったときには互い
に手助けをしたいという気持ちの育成を図ることを目的として行います。 

昨年度は、声掛けの研修のみを行いましたが、今年度は時間を拡大して地域
の方と生徒双方が同じ地域に住む者として親交を深めることにより、お互いに
声をかけやすい環境づくりに取り組みます。 

■日 時 
令和６年１１月６日（水）１３：４０～１５：３０ 

 
■場 所 
 田原中学校 体育館 
 
■参加者 
 田原校区、貫校区の地域の方 約４０名 
 田原中学校 ２学年生徒１７３名、２学年職員１２名 

学校の概要 
■ 児童数 ５２２名 
■ 学級数 １７学級 

問い合せ先 

■ 学 校 名  北九州市立 田原中学校 
■ 所 在 地  小倉南区田原五丁目 1 番 1 号 
■ 校  ⾧  寺田 訓康   （教頭） 平田 淳 
■ 電話番号  ０９３ʷ４７２ʷ３３２１ 

備  考 

・「認知症サポーター」とは 

認知症に対する正しい知識と理解を持ち、地域で認知症の人やその家族に対し 

てできる範囲で手助けする応援者 

・マスコミに撮影されること、インタビューを受けることを断っているご家庭が 

一部あります。取材いただける場合は、事前に学校にご連絡ください。 

※ 日程等が変更となる場合があります。取材の際は、事前に学校にご連絡ください。 

 

令和６年１０月３０日 

学校の話題提供（教育委員会） 


